
２０１９年度 委員会 研究計画

委員長 高 山 和 夫 （ 高 森 中 学 校 ）

副委員長 三 澤 潤 子 （ 泰 阜 中 学 校 ）

会計 三 澤 潤 子 （ 泰 阜 中 学 校 ）

記録 三 澤 潤 子 （ 泰 阜 中 学 校 ）

月 日

1 5 14

2 6 25

3 7 16

4 9 3

5 10 4

6 11 8

7 12 3

8 1 24

９月

高森中学校　３年

電気を安全に使おう

笠原　稔一 教諭

小
委
員
会

等
の
予
定

公
開
授
業
研
修
会
 

講
習
会
 

活
動
等
の
予
定

研究授業前に必要時に応じて適宜とる予定

・研究並びに事業報告について　・次年度の研究の方向　・会計報告

１　基礎実技講習会       ８月７日（水）

２　研究の推進（公開授業）
　 実証授業日

実証学級

実証題材名　

実証授業者　

７月

竜丘小学校　６年

夏をすずしく

  千野　加世子教諭

３　教育課程研究協議会への協力
　○事前研究授業への参加・協力
　    ・松川中央小学校　 ・ 高陵中学校
  ○当日、午後の研究協議の運営
  　  ・９月５日(木)　 高陵中学校　　･１０月１７日(木)　松川中央小学校

４　郡総合展への協力
     会場：丸山小学校
　○出品要項作成・飾り付け・審査・片付け等
　    ・準備…１１月　２日（土）　　・片付け…１１月６日（水）片付け

・研究のまとめについて

委員会内容

部・委員会名

家庭、技術・家庭科委員会

研究テーマ 主体的に協働して課題を解決し、生活での実践につなげられる子どもの育成

委員
会

回数

予定月日

研究内容

１　授業づくり
　・生活や社会につながる題材の設定と子どもの問いが連続する題材デザインの構想
　・子どもの問いから発した学習課題（学習問題）の設定
　・課題解決に向けた、必要感のある体験的活動やかかわり合いの場の位置付け
　・児童・生徒が主体的に追究する時間や場の十分な確保
２　評価
　・題材を通した課題の設定と自己の学びの振り返り
　・学びや成長を実感できる学習カードや自己評価・相互評価のあり方
　・自己の学びや新たな課題に気付く振り返りの場の充実

・年間行事、委員会日程、組織分担の確認　・公開授業、研究テーマの計画

・授業研究(公開授業)　・郡展要項確認、実技講習会計画　・教育課程研究協議会午後の計画

・授業研究　・委員会公開授業

・委員会公開授業　・実技講習会反省　

・委員会公開授業まとめ ・郡展反省　・小学校教育課程研究協議会午後の反省　

・授業分析、成果と課題　　・中学校教育課程研究協議会午後の反省　


